
子どもの学びを創る会(2024.1.27)

自由進度学習の実践を通して、
自立した学習者を育てる

美祢市立厚保小学校 教頭 吉谷 亮



本日の内容

１.自由進度学習とは？(進め方や準備について）

２.自由進度学習が必要とされる理由について



自由進度学習でよく聞かれる疑問や考え

・学力は身に付くのか？
・学習しないで遊んでいる子が出てこないのか？
・答えを写すだけにならないか？
・まずは基礎を身に付けてから実践した方がいいのでは？
・家庭学習との連携はどうする？
・自分の学級には一人で進めることができない児童がたく
さんいる。
・今の授業で困っていない。学力もある程度付いている。
・どのように見取るとよいのか？
・準備が大変ではないか？



自由進度学習のメリット
☆個に合ったペース・スタイルで進められる。ゆっくり理解する子は
ゆっくりと、早く進められる子はどんどん進められる。

☆学習内容がわからないまま一律に進められることがない。わからない
時にはすぐに先生や友達に質問できる。

☆支援が必要な子どもに教員が対応できる。教師が授業を進めないので、
個に対応できる。

☆自分で選択・決定することで主体的な学習ができる。

特別支援教育の視点からも有効な手立て

自由進度学習とは？
⇒自分で学習の進度や学習の方法を選択する学習
【自己決定・自己選択学習】

自由進度学習について

美祢市教育委員会



パターン①１時間ごとに自由進度にする。

【例】一斉（10分）⇒自由進度（30分）⇒振り返り（５分）

パターン②単元内をいくつかのまとまりに分け、まとまりごと
に自由進度にする。

【例】導入（一斉）⇒３時間⇒２時間⇒３時間⇒まとめ

パターン③単元内を自由進度にする。

【例】導入（一斉）⇒自由進度⇒まとめ

自由進度学習について



パターン①１時間ごとに自由進度にする。

【例】一斉（10分）⇒自由進度（30分）⇒振り返り（５分）

パターン②単元内をいくつかのまとまりに分け、まとまりごと
に自由進度にする。

【例】導入（一斉）⇒３時間⇒２時間⇒３時間⇒まとめ

パターン③単元内を自由進度にする。

【例】導入（一斉）⇒自由進度⇒まとめ

自由進度学習について



みんな同じ方法、同じ時間で学習するのではなく、
自分で学習方法を選び、自分のペースで学習を進めていく学び方

自由進度学習について
自由進度学習とは？

自分の計画で進める！
今日は○○と□□をしよう！

どこでも、だれとでも！
もちろん一人でじっくりとでも！

自分でえらんでパワーアップ！



自由進度学習のポイント

☆友達と比べるのではなく、これま
での自分と比べる
⇒進むはやさは一人一人違いますが、友達と比べることでは

なく、自分の成長をみることが大事です。

☆めあてが達成できているか確認しな
がら進めよう
⇒次の学習へ進む前に、その時間のめあてができているか、

学習内容がわかったかを自分で確認しよう



☆振り返りが大事
⇒この学習の一番のポイントは「振り返り」です。

その日の学びを振り返り、何がわかるようになったか、何がわからないか、
どうやったらわかるようになったか、友達のどういう言葉でわかるように
なったか振り返りましょう。また、自分の学び方がどうだったかも大事な
ポイントです。

☆わからない問題、まちがえた問題が宝物！
⇒わからない問題やまちがえた問題こそ自分が成長するチャンスです。ど
んどん友達や先生に聞いて、わかるようにしましょう。

Qubenaの解説やヒントをじっくり読むことも大事です。

自由進度学習のポイント



・指導書にあるめあて
・見通しをもって学習
に取り組む

太枠で囲んでいるの
は必ず取り組むもの

学習のてびき

右側は自分で選択
して取り組む学習



取り組む内容を
決める

ふり返り





必ず取り組む要点プリント



要点プリント教科書



確認問題で理解度を評価



自分で選択してやる問題

キュビナ（AIドリル） やまぐちっ子



発展的な内容のチャレンジ問題に挑戦



チャレンジ問題 正多角形を探そう 名前 ○○ ○○

正方形正三角形 正五角形 正六角形 正七角形 正八角形

校内でも家でもどこでも構いません。見付けたら写真にとりましょう。
教頭先生と同じものでも大丈夫！
自分の出席番号のシートに名前を書いて写真をはりつけていきましょう。

他の学級や特別教室にあ
るものは、休み時間に先
生の許可をもらってから
とりましょう。

ランク
S…多角形を4つ以上
(正五角形以上で教頭先
生が見つけていないも
のを見つけている)
A…多角形を3つ以上
B…多角形を2つ
C…多角形を１つ



自由進度学習 振り返り 協働的な学び

自由進度学習は、一人
じゃなくみんなの声がき
けていいと思いました。



自由進度学習 振り返り 昨日の自分との比較

1月16日
よく自分のペースででき
ていたなと思いました。 1月17日

昨日よりもたくさんでき
て、とまることがなかっ
たのでよかったです。



実感した成果と課題
○学習量が増える。
○自分に合った学び方や課題に取り組める。
○学力が低いとされる子の学びへの意欲が高まった。
○教師が教えなくても、子どもたちで学べる場面は
意外とある。※教師が教えるよりも効果が高い場
面も。
○単元テストの平均点も割と高かった。
△要点プリント等の準備やクオリティをどう確保す
るのか。
△子どもの学習状況をどう把握し評価するのか。



子どもや参観教員の反応
・子どもたちが他の教科も自由進度学習でやりたいと
担任に迫ってきて困った(学級担任より)
・次の単元でも、粘り強く問題に取り組もうとする態度
が見られた(算数専科教諭)
・発展的な学びに時問をかけることができ、子どもも喜
んで取り組んでいた(参観した教諭)
・今まであまり授業に参加できなかった子が、一人で動
画を何度も見直しながら自分の力で正多角形をかい
ていた。(校長)



内省...

○今まで当たり前にやってきたことは、本当に子ど
ものためになっていたのか？

○どうして今まで自分が教えた方がいいと思ってい
たのか？

○子どもはもともと学ぶ力をもっている。
子どもを舐めていた自分を反省...



パターン①１時間ごとに自由進度にする。

3年生 「小数と分数の大きさをくらべよう」

一斉（25分）⇒自由進度（15分）⇒振り返り（５分）



パターン②単元内をいくつかのまとまりに分け、まとまりごと
に自由進度にする。

【例】導入（一斉）⇒３時間⇒２時間⇒３時間⇒まとめ



理科 4年生 電気のはたらき

１時間目にキットを使って自由試行した上で、驚きや発見から解決した
い課題を決定し、その後を自由進度学習に設定。
課題が１つ終わったら、教師が確認→つぎの課題へという流れ。



自分が作った回路と見比べながら「電池がここで、
こうつなげたから…」と考えながら描く姿が見られ
た。
昨年に比べて「直列」「並列」などの知識の定着率
もとても高くなった。



自由進度学習とは？(進めるときのポイントについて）

○準備について
・環境づくり
・ICTの活用(学び方を保存)
・教材研究も協働

○見取りについて
・ICTの活用(キュビナの活用)



環境づくり



教材室に眠っている教材を開放



環境づくり

かご字ほね書き



ICTの活用



ICTの活用 蓄積された学びを生かす



ICTの活用 蓄積された学びを生かす

今までの学びを生かしながら、自分で字を選び、
自分のやり方で練習



チャットを用いて美祢市教委・他校の教諭・教頭
での教材研究

ICTを活用しながら教材研究



チャットを用いて美祢市教委・他校の教諭・教頭
での教材研究

K教諭
授業準備の負担が大幅削減です！教師にとっても
自由進度学習はとても有益なものだと思います。

ICTを活用しながら教材研究



やまぐちっ子学習プリントのリンクを子どもに伝え
て、自分で必要な問題を選べるようにしても



ロイロノートで要点プリントを作成
めあてや調べたこと、分ったことはノートに書いていく。



見取りについて
・ICTの活用(キュビナの活用)

子どもの使い方の工夫
教師の使い方の工夫



見取りについて
・ICTの活用(キュビナの活用)

・子どもが学びを振り返るためのツールに
・過程はノートに書いてもいい



どうやって見取るのか
・ICTの活用(キュビナの活用)

・子どもの学びの様子を集約
・リアルタイムでも、単元でも。



どうやって見取るのか
・ICTの活用(キュビナの活用)

・データが蓄積されればされるほど、その効果
が高くなる。



２.自由進度学習が必要とされる理由について





２.自由進度学習が必要とされる理由について



個別最適な学び

協働的な学び

それぞれの学びを一体的に充実し
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる



読売新聞2023年12月20日

PISA2022の結果
OECD加盟国中 ※( )は全参加国・地域中)

数学的リテラシー 1位(5位)
読解力 2位(3位)前回11位
科学的リテラシー 1位(2位)









最後に
こんな反応が出てくるかも・・・
・保護者「先生が教えないとは何事だ！」
・子ども「先生が教えてくれた方がやりやすい」

↑
否定するものではない。ただ、もしかすると先生が
いないと学べないと保護者も子どもも思い込んでい
るのでは？

なんのための自由進度学習なのか子供にも保護者に
も伝えることが大切



自由進度学習について

自由進度学習を通して、○○な（できる）
子どもの姿を目指す

○○には何が入りますか？



研修観の転換

授業観(学習観)の転換

ICT観の転換

令和の日本型学
校教育を意識し
た授業

子どもの学びと
教師の学びは相
似形

これからの授業に
ICTは必須。その
良さを校務(研修)
で活用・実感

最後の最後に


